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議会報告

臨時議会開催 ５月８～９日

議長・副議長の選出や各議員の委員会構成が決まりました。笹田ト

ヨ子は、常任委員会では「厚生委員会」に、また特別委員会では「大

垣駅周辺整備に関する委員会」に所属することになりました。

その他に、議員定数減に伴う大垣市議

会委員会条例の一部改正や市長の先決処

分の承認などがありました。

①笹田トヨ子の議席番号は３番で、前

列右から３番目です。

②共産党議員控え室 （左図参照）

お気軽にお立ち寄りください。

③各会派人数

トヨ子なんでも相談室をご利用ください！

西濃労連の労働相談所と連携して対応すること
になりました。
生活・医療・介護・教育・子育て・労働問題

など、様々な問題について相談を受け付けます。
事前に電話などで以下に連絡してください。

ご連絡は 電話 74-3449 Fax 73-8572
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６月定例議会について
まだ日程は決まっていませんが、例年と同じであれば６月の第１月

曜日から始まり、一般質問は６月９日の週になると思います。日程が

決まりしだい、民主おおがき読者版やホームページでお知らせします。

是非、傍聴をしてください。

小集会開催のお願い

６月議会が終了したところで、議会報告

をかねて小集会を開きたいと思っています。

期間は７月頃です。予定して頂ければど

こにでも出かけます。どうぞ気軽に声をか

けて小集会を組織してください。

これって、議員の特権？

議員になってはじめて知ることがいくつ

かあります。その一つに、丸の内駐車場と

大垣市民病院の駐車場の無料優待券が配布

されていること。今までの慣例ということ

ですが、これは議員の特権？ 大垣市役所

の駐車場は狭く、今でも混雑しているので、

これで議員の車が止まっていると迷惑とい

う事情もあるのかもしれません。幸い私は

近いので、自転車通勤することにしました。

「センセー」と呼ばないでー

当選したとたんに「先生」と呼ばれ、

気になります。市民と同じ視点に立と

うとするならば、まずこの関係からや

めよう。「笹田さん」「トヨ子さん」

「トトリン」何でもいいけど。

「センセー」はやめて。

早朝駅前街頭宣伝

５月の連休明けから、大垣駅前で早朝

街頭宣伝を再開しました。選挙後の特徴

として、「スポットOgaki」を受け取っ

てくださる若い女性の方が増えたことで

す。５月2３日では「介護保険料の値上

げ」について取り上げましたが、200枚

のチラシがほぼ無くなりました。
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５月１日より議員として仕事をしています。この２週間は主に議員研修で、５月１４日には大垣

市の施設見学（その１）が行われました。見学コースは次の通りです。

8:40大垣市役所出発 →9:00お勝山ふれあいセンター →9:45スイトピアセンター

→10:30保健センター →11:00くすのき苑 →12:00南部学校給食センター（昼食）

→13:30市民病院 →14:30柿の木荘 →15:10クリーンセンター・資源対策課 →

16:00総合福祉会館 →16:40帰庁

昭和６２年完成の特別養護老人ホーム。ここで

は様々な問題が見えてきた。設立当初50床でスター

ト、途中で50床増床したが、食堂や浴室は当初の

ままであるため、食事介助や入浴介助では、職員

の負担が大きい。部屋のつくりは病室のようでベッ

ドが４つ、男女混合の部屋もある。ベッドを効率

よく使うためには仕方がないとのこと。それでも

まだ450人の待機者がいる。職員の数も少なく、2

階のフロアでは28人の入所者に対して朝夕の時間

帯は職員２人しかいない。また夜勤は看護師がお

らず、利用者が急変することも度々で職員の負担

は大きい。若い職員でも腰痛症になる人が多い。

ただ、利用者負担は民間より安く、家族の面会

なども多く、地域に開かれている感じがした。

この4月より介護

保険の点数が変

更となり、平成1

5年度は1,900万

円から2,000万円

の減収が見込ま

れる。

大垣市の学校給食はセンター方式で、南部給

食センターで１２０００食、北部給食センター

で３０００食作っている。南部給食センターの

建て替えは以前から計画されていたが、Ｏ-１

５７問題と阪神大震災が起きて、給食センター

１箇所では非常時に対応できないと、建設がの

びのびになってきた。私は、「自校方式」と

「センター方式」のメリット・デメリットにつ

いて質問したが、結局はセンター方式のメリッ

トはコストの問題だけと思えた。

作る人･食べる人の交流など食を通しての教

育、作ってすぐ食べることができ、食中毒の心

配はないし、なにしろおいしいといった学校給

食の本質の部分では自校方式が一番と考える。

ただ、センター方式で長年行っている大垣市

の学校給食を自校方式に切り替えるのは至難の

業である。南部給食センターの建て替えがせまっ

ており、みんなの声を挙げていくことが大切で

ある。

病院長の話では、医療技術においても病院経営

においても全国で１０指の中に入る、県下最大の

病院。平均在院日数は「１８．９日」。私は「入

院日数２０日をきることを目標においているので

すか？」と尋ねると、厚生省の指導は「１７日」

以内にすることで、目標はまだ達成されていない

とのこと。

今までにも市民病院に入院されている方が退院

や転院をせまられていて困ったという話を聞いた

が、本当だったと実

感。病院の正面には

理念として「患者中

心の医療」と謳われ

ていたが、なんだか

白々しい。

施設見学の中で三つの施設について報告します

大垣市くすのき苑 南部学校給食センター 大垣市民病院

「大垣の学校給食がまずい」と聞いていたが、試

食した限りではあまり感じなかった。

ただ、味だけでなく、食を通しての教育のあり

方としてはいろいろ問題がありそう。


